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現在の気象災害と将来の気候変動との 
重畳的な情報提供による効果の分析































































































































収数 582人（有効回収率 29.7％）を得た。第 2回調査における調査項目は，①リーフレットによる情報
提供に対する評価・要望（問 1～問 3）のほかは，第 1回調査と同じ項目として，②近年の気候変化と
影響（被害）に対する不安感（問 4），③近年の気候の変化とその影響（被害）に対する実感（問 5～問
9），④将来の気候の変化とその影響（被害）に関する認識（問 10～問 14）について聞いた。





候が「非常に変化した」とする回答は S市 34.2％，Y市 44.4％にのぼり，「やや変化した」と合わせる
と回答者全体の約 85％～90％が身近な地域での気候の変化を実感している。また，気候の変化による
影響や被害が生じている（「非常にそう思う」）と認識する分野は，「熱中症などの健康の被害」が最も








べて「非常に変化する」と回答した人は S市で 53.2％，Y市で 62.3％にのぼり，「やや変化する」と合
わせると回答者の 9割以上が，将来の気候変化がさらに進むと認識している。また，将来の気候変化に
より影響や被害が生じる（「非常にそう思う」）と認識している分野は，「熱中症などの健康への被害」
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　一方，気候変化による影響や被害を抑えるための取り組みについては「国や地方自治体」が責任をも


























































にも回答がある S市 411名，Y市 498名を対象に，2つの調査の回答に差があるかどうかノンパラメト
リック検定（ウィルコクソンの符号順位検定）を行った。この結果，統計的に有意な差が見られた項目






























との実感は，リーフレット Bやリーフレット Cでより強まっているが，特にリーフレット Bでその変
図 8　第 1回から第 2回への回答の変化（上：S市，下：Y市）
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［ 2］S. J. Carlton, S. K. Jacobson, 2013, Journal of Environmental Management, 130, 32-39
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Analysis on the effects of information provision of 
climate change risks superimposed on 
the current meteorological disasters
Abstract
　In this study, mail questionnaire survey was conducted in two cities in Kanagawa prefecture. We sent the 
survey to each 2000 citizens randomly selected in each city. Many respondents recognized aggravation of 
health impacts and meteorological disasters of future climatic change, but not many respondents felt anxiety 
about damages in areas where they live. In order to analyze to the effects of the difference in the methods of 
information provision, we sent another survey to the same citizens with additional information on future 
climate change risks superimposed on the current meteorological disasters. The comparison of the results 
indicated that the statistically significant effects were not found.
